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事業概要
1. 期間 開始:2020年5月 終了（予定）: 2025年3月
2. 最終目標

3.成果・進捗概要
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最終目標（2024年度）研究開発テーマ

材料開発者の評価解析プラットフォームの活用を通じて、2030年のPEFCスタック性能目標の達成を見通すことができる
PEFCの材料候補を創出することに貢献する。プラットフォーム構築

スタックの部材、セル等の評価結果の情報集約により、現状の商品化技術の到達レベル、それを実現する材料、部材の
物性等を明らかにし、材料開発テーマのベンチマークを行うとともに、必要に応じて目標値や戦略立案への貢献を行う。

材料研究マネージメント

電気化学評価マネージメント

多様なPEFCのアプリケーションのシステム要求からスタックを構成する材料開発の指針が簡易的に検討することができ、
最終的にシステムまでを含めたモデル駆動による材料設計を可能とするMBDの基盤技術を確立する

スタックシミュレーターとMIの
マネージメント

2040年以降の燃料電池車ほか多用途展開を鑑みた技術ロードマップと取り組むべき戦略の方針を整理し公開する。技術ロードマップの調査・整理

１～２ヶ月に１回程度のオープンシンポジウム等を開催する。PEFCの研究開発動向調査を総括し、材料開発を加速
させるためのプラットフォームの本格運用、計測・解析技術の産業界への普及、更なる高度化に向けた指針を提示する。

技術のオープンコミュニティー化と
研究土壌の醸成

成果・進捗概要研究開発テーマ

４つのプラットフォーム(評価解析・課題共有・人材育成・モノづくり)を構築し、NEDO事業者の研究開発に貢献プラットフォーム構築

評価解析プラットフォームとしてNEDO事業者のサンプル評価・材料解析結果のフィードバックにより、事業者の研究開発
に貢献

材料研究マネージメント

電気化学評価マネージメント

スタックシミュレーター(FC-DynaMo)、マテリアルインフォマティクス(MIX-Platform)の構築をサポートし、ワークショップを
通じて講習会・OJTを実施し習得をサポート。

スタックシミュレーターとMIの
マネージメント

2040年の商用車(HDV)のほか多用途展開を鑑みた技術ロードマップと取り組むべき戦略の方針を整理し公開。技術ロードマップの調査・整理

計11回のオープンシンポジウムを開催し、PEFCの研究開発動向調査を総括し、材料開発を加速させるためのプラット
フォームの本格運用、計測・解析技術の産業界への普及、更なる高度化に向けた指針を提示。

技術のオープンコミュニティー化と
研究土壌の醸成
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１．事業の位置付け・実施体制



4３つのWPで研究開発に貢献していく３つのWPで研究開発に貢献していく

2 ．研究開発マネジメントについて



2 ．研究開発マネジメントについて

55か年計画の4年目 立ち上げから定着→発展へ5か年計画の4年目 立ち上げから定着→発展へ
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2 ．研究開発マネジメントについて
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３．研究開発成果について
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MIRAI セル MEA解析

MIRAIセルの分解調査から得られた結果を
プロトコルの耐久条件に反映

MIRAIセルの分解調査から得られた結果を
プロトコルの耐久条件に反映

WP3 評価共通化WP3 評価共通化



88

WP1 データ駆動型WP1 データ駆動型WP3 評価共通化WP3 評価共通化

WP2 モデル駆動型WP2 モデル駆動型

3つのWPにおける成果を公開しアカデミア・産業界で広く活用3つのWPにおける成果を公開しアカデミア・産業界で広く活用

３．研究開発成果について
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シンポジウムを通じた課題共有を継続延べ11回開催。
文科省の水素・燃料電池の大型プロジェクトについての
講演も実施。

３．研究開発成果について

第11回FC-Cubic オープンシンポジウム@米倉山Nesrad
w/山梨大学 水素・燃料電池シンポジウム

政策動向 山梨県知事

課題共有

聞いて話してよかったオープンシンポジウムから
現地に行ってよかったオープンシンポジウムに

アップデートしてまいります

海外動向
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３．研究開発成果について
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第4回FCワークショップ FC-DynaMo講習会
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３．研究開発成果について
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3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月

課題発信

大学の先生
へご相談・
機関の訪問
/MTG

AFC K/O☆
▽化学工学会 ▽Meet Up Chubu

(中部経済産業局)▽TECHNOFRONTIER
(メカトロ系展示会)

▽九大・井上先生

▽新規テーマ①
▽山梨大・内田先生

▽新規テーマ➁

触媒形成プロセスにおける
プロセスインフォマティクス適用

FC分析・解析技術を駆使した
エージングのメカニズム解明

NEDOテーマ検討

課題解決をOEM４社とともに進め、NEDO事業テーマ登録に向け先生方と議論＆提案課題解決をOEM４社とともに進め、NEDO事業テーマ登録に向け先生方と議論＆提案

アカデミアヒアリング6件

ADCAL/JFCA合同セミナー▽
TRAFAM技術報告会 ▽

▽全体会議 ☆AFC会議 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

▽Fraunhofer ENAS ▽産業技術研究所

ロードマップ策定▽RM委員会 ▽ ▽ ▽
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３．研究開発成果について
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４．今後の見通しについて

今後の計画研究開発テーマ

４つのプラットフォーム(評価解析・課題共有・人材育成・モノづくり)を構築し、
NEDO事業者の研究開発に貢献プラットフォーム構築

NEDO事業者からの評価解析ニーズを適切にくみ取り、電気化学G・材料解析G
への評価解析をマネージし、フィードバックの

材料研究マネージメント

電気化学評価マネージメント

スタックシミュレーター(FC-DynaMo)、マテリアルインフォマティクス(MIX-
Platform)の構築を推進し、NEDO事業者をはじめ広く一般への普及を促進

スタックシミュレーターとMIの
マネージメント

ロードマップのブラッシュアップと2035年目標の提案技術ロードマップの調査・整理

計11回のオープンシンポジウムを継続し、産官学のオープンコミュニティーの拡大
を図る

技術のオープンコミュニティー化
と

研究土壌の醸成


